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面 接
めんせつ

で 長 所
ちょうしょ

、短 所
たんしょ

について質 問
しつもん

された時
とき

に、ただ単
たん

に 長 所
ちょうしょ

・短 所
たんしょ

を答
こた

えるだけだと多
おお

くの人
ひと

の中
なか

の一人
ひとり

という 印 象
いんしょう

しかもたれなくなってしまいます。

面 接
めんせつ

では良
よ

い 印 象
いんしょう

をもたらすだけではなく、面 接 官
めんせつかん

に覚
おぼ

えてもらうことが

大 切
たいせつ

です。質 問
しつもん

に答
こた

える際
さい

は「自分
じぶん

なりのエピソ
え ぴ そ

ード
ど

であったり、過去
か こ

の実 績
じっせき

や仕事
しごと

の仕方
しかた

などの 話
はなし

を織
お

り交
ま

ぜてゆくこと」が大 切
たいせつ

になってきます。そして、

最 初
さいしょ

に短 所
たんしょ

を言
い

っておけば必 然 的
ひつぜんてき

に後
あと

からポジティブ
ぽ じ て ぃ ぶ

な 話
はなし

の組
く

み立
た

てになり

ますので、面 接 官
めんせつかん

である受
う

け手
て

も後
あと

から聞
き

いた 話
はなし

のほうが、よい 印 象
いんしょう

として

残
のこ

りやすいです。自分
じぶん

が自信
じしん

を持
も

って伝
つた

えられる 長 所
ちょうしょ

を前
まえ

もって準 備
じゅんび

してお

くことはとても大 切
たいせつ

です。短 所
たんしょ

を言
い

うときは、その短 所
たんしょ

は克 服
こくふく

・カバ
か ば

ーができ

るものかとか短 所
たんしょ

を克 服
こくふく

・カバ
か ば

ーするために行
い

っている努力
どりょく

は何
なに

かとかを 考
かんが

え

たほうがいいでしょう。 

 

 

 

 

 



よくある長所 

例) 

 協 調 性
きょうちょうせい

がある 

 真面目
ま じ め

である 

 前向
まえむ

きである 

 こだわりが強
つよ

い 

 好奇心旺盛
こうきしんおうせい

である 

 おおらかである 

 相 談 事
そうだんごと

をよく受
う

ける 

 器用
きよう

である 

 我慢強
がまんづよ

い 

 

よくある短所 

例) 

 自己主張
じこしゅちょう

が強
つよ

い 

 優 柔 不 断
ゆうじゅうふだん

である 

 短気
たんき

である 

 神 経 質
しんけいしつ

である 

 心 配 症
しんぱいしょう

である 

 せっかち・そそっかしい 

 頑固
がんこ

である 

 仕切
し き

りたがり 

 行 動
こうどう

が遅
おそ

い 

 
 

 



 

 

Przykład promowania swojej osoby podczas rozmowy kwalifikacyjnej: 

私
わたし

は、仕事
しごと

を最後
さいご

までこなす「責 任 感
せきにんかん

」があります。 

 私
わたし

は、ド
ど

ーナツ
な つ

のチェ
ち ぇ

ーン
ん

店
てん

で、ド
ど

ーナツ
な つ

製 造
せいぞう

のアルバイトをしていました。 

 製 造
せいぞう

の責 任 者
せきにんしゃ

に就
つ

いており、製 造
せいぞう

の作業以外
さぎょういがい

に、仲間
なかま

のスケジュ
す け じ ゅ

ール
る

管理
かんり

や、仕 事 量
しごとりょう

の配 分 調 整
はいぶんちょうせい

などを任
まか

されていました。 

 私
わたし

のチ
ち

ームに作 業
さぎょう

の遅
おく

れが出
で

ると、他部門
たぶもん

のスタッフ
す た っ ふ

の作 業
さぎょう

にも遅
おく

れが出
で

て

しまいますので、仕事
しごと

の厳
きび

しさを感
かん

じながら、仕事
しごと

に対
たい

する責 任 感
せきにんかん

を持つことの

大 切
たいせつ

さを実 感
じっかん

しました。 

 また、責 任
せきにん

ある仕事
しごと

を毎 日 確 実
まいにちかくじつ

にやり遂
と

げることで、達 成 感
たっせいかん

が得
え

られること

も経 験
けいけん

しました。 

 私
わたし

は、任
まか

された仕事
しごと

を責 任 感
せきにんかん

を持
も

ってやり遂
と

げたいと 考
かんが

えており、会 社
かいしゃ

へ

の貢 献 感
こうけんかん

・満 足 感
まんぞくかん

を得
え

ながら 働
はたら

いていきたいと 考
かんが

えています。 

 


